
バルトーク：ヴァイオリン・ソナタ第2番 Sz76
Bartók: Violinesonate Nr.2 Sz76 

プーランク：ヴァイオリン・ソナタ
Poulenc: Sonate pour violon et piano

エネスク：ヴァイオリン・ソナタ第3番 イ短調 Op.25
《ルーマニア民俗風》

Enescu: Sonate pour violon et piano No.3 en la mineur Op.25 
“Dans le caractère populaire roumain”

ラヴェル：ツィガーヌ
Ravel: Tzigane

Violin

高砂熱学工業株式会社
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パトリツィア・コパチンスカヤ

Monday 14 January 2019, 15:00 TOPPAN HALL
15:00開演トッパンホール1142019 ［月・祝］

  ヴァイオリン 3公演セット券 トッパンホールクラブゴールド会員 14,060円  レギュラー会員／一般 15,910円限定数販売

ポリーナ・レシェンコ



2018.8
表面写真©Julia Wesely　裏面写真©Marco Borggreve

トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。
＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

ヴァイオリン3公演セット券のご案内 通常価格
18,500円のところ

トッパンホールクラブゴールド会員 14,060円
レギュラー会員／一般 15,910円

全席指定
限定数販売
会員同時入会可

日下紗矢子 ヴァイオリンの地平 4－近現代
ビヨルン・レーマン［ピアノ］

◆ ウェーベルン：4つの小品 Op.7
◆ バルトーク：無伴奏ヴァイオリン・ソナタ Sz117

◆ シュニトケ：ヴァイオリン・ソナタ第2番  《ソナタ風》
◆ ジョン・アダムズ：ロードムービー（1995）

5,000円 ／ 学生 2,500円
単券発売：10月24日水［会員：10月20日土］2/24日2019 15:00開　演 3/27水2019 5,500円 ／ 学生 2,500円

単券発売：11月21日水［会員：11月17日土］

ヴェロニカ・エーベルレ［ヴァイオリン］－無伴奏

◆ イザイ：無伴奏ヴァイオリン・ソナタ第2番 イ短調 Op.27-2
◆ J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ第1番 ロ短調 BWV1002　ほか

19:00
開　演
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　パトリツィア・コパチンスカヤほど、心ときめき、ざわめかされるヴァイオリニストを、ほかに知らな

い。多くの人々にそのような思いを呼び起こさせるのは、彼女の祖国モルドヴァの大地の記憶と、母方の

故郷であり自身が音楽を学んだ地でもあるウィーンの音楽とが、彼女の中で深く、分かち難く結びつき、

誰とも異なる野性味と即興性に富んだ音楽として再創造されるからに違いない。

　コパチンスカヤの奔放な音楽には、太古の時代から音楽が孕む祝祭性、祭儀性、官能性が宿っている。

ヴァイオリンがまだ「フィドル」と呼ばれていた時代、より日常の近くで弾かれていた時代からこの楽器

が持っていた歌謡性と卑俗性、猥雑さ、そこから生じる生命力と躍動感が漲っている。洗練されすぎ、管

理されすぎた現代のクラシック音楽から抜け落ちた、こうした原初的なエネルギー、それを彼女は、「い

ま」の時代に取り戻してくれるのだ。

　一方、洗練を極めた美しさもまた、ヴァイオリンの魅力に他ならない。クレモナの名工達の手によって

高度に研ぎ澄まされ、完成されたヴァイオリンの妖しいまでの美しさ、彫琢された音楽が持つ崇高なまで

の美しさ。そうした“究極の美”ともいえる稀有な美も、しっかりと体内に受け止めているのは、コパチン

スカヤが受け継いだウィーンの血と、その地での研鑽の賜物なのだろう。

　一見、相反するように見えるクラシック音楽とヴァイオリンにまつわる2つの要素を、混然一体、自由

自在に融合させて、コパチンスカヤは私たちを新たな未踏の大地に連れ出し、未聴の音楽体験へと誘
いざな

う。

　過去3回のトッパンホールでのリサイタルがそうであった以上に、今回もまた刺激的だ。まずは、よう

やく見つかった新たなパートナー、レシェンコとの絶好のデュオとして聴けるということ。そしてなんと

言っても彼女たちならではの選び抜かれたプログラム。コパチンスカヤの血を激しく騒がせずにはおかな

いバルトーク、エネスクの2つのソナタ。そして、知的に洗練されたスタイルとその内に秘められ、盛り

込まれたパッションとが、彼女の持つ二面性にぴたりと嵌るプーランクとラヴェル。いずれの曲でも、こ

れまで誰も聴いたことのないスリリングな演奏が展開されることだろう。コパチンスカヤほどライヴで息

づく音楽家をほかに知らない。


